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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 
5月26日はわたし（三浦）が勤務している国際交流基金関西国際センターの設立10周年でした。それを記念して近くの泉佐野市で第48回外国人による日本語弁論大会が、高円宮妃殿下をお迎えして開催されました。わたしも裏方でお手伝いをしましたが、日本各地から集まった12人の参加者はそれぞれ持ち味を発揮してすばらしいスピーチを披露してくれました。妃殿下からもおことばをいただき、ゲストの落語家の桂かい枝さんは英語の落語を聞かせてくださいました。1000人近くの大勢の方々に聞きに来ていただき、盛況のうちに幕を閉じました。

このときの模様は6月17日夜10時からNHK教育放送「ETV特集」で放送されるそうです。ぜひごらんいただければと思います。
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さて、今日の話題ですが、上に書いた「ごあいさつ」のなかに、「くれます」「いただきます」「くださいます」ということばが何度か使われています。こういった改まった文章を書いたり、話したりするときにはこのいわゆる「やりもらい」表現はよく使われます。話す相手や話題になっている人物によって表現が変わる、待遇表現の一種なので、日本語学習者にとっては難しい学習項目のひとつであるし、また教師にとっても教えにくいもののひとつであると思います。皆さんもいろいろ工夫しながら試行錯誤を続けていらっしゃるのではないでしょうか。

ずーっと以前にこのメルマガでも紹介したことがあると思いますが、わたしは、この表現を学習するときにはいつも「やじるしパネル」を使います。授受表現の練習で重要なのはだれが授ける側で、だれが受け取る側なのかをはっきりさせることです。「やじるしパネル」を使うとこの関係がはっきりします。「やじるし」の左側に授ける側の人の名、右側に受け取る側の人の名前を掲示するわけです。これによって文中の人物の関係がはっきりするので練習がスムーズに進むわけです。

たとえば、

わたし　→（やじるし）　ともだち

という関係を黒板に書いて、さらにやじるしの上に「プレゼント」の絵を描きます。これでプレゼントを授けたのは「わたし」で受け取ったのは「ともだち」であるという関係がはっきりわかります。その上で学習者に対し「わたしは？」と発話を促すと「わたしはともだちにプレゼントをあげました。」という文が自然に発話され、反対に「ともだちは？」という風に促すと「ともだちはわたしにプレゼントをもらいました。」という文になります。

逆に

ともだち　→（やじるし）　わたし

の場合はどうでしょう。「わたしは？」で「わたしはともだちにプレゼントをもらいました。」、「ともだちは？」で「ともだちはわたしにプレゼントをくれました」という展開になりますね。「ともだち」や「わたし」のところをいろいろな人に変えてさまざまなバリエーションで練習することができます。たとえば「先生」や「社長」にかえると、「いただきます」「さしあげます」「くださいます」といった尊敬語になったり、人間以外の「犬」や「花」にしてみると「犬にえさをやります」「花に水をやります」といった特殊な文の練習もできます。

さらに「やじるしパネル」の上に描いたプレゼントの絵を「日本語」ということばに変えると「ともだちはわたしに日本語を教えてくれました。」「わたしはともだちに日本語を教えてもらいました。」の練習にもなりますね。自分で先にいろいろな例文を考えて、それから人物カードや「プレゼント」などの物カードを作って、一度試してから教室に行くと練習もスムースに進みますよ。

この文型が学習者を悩ますもうひとつの原因として、受け取る側の人につく助詞が、動詞によって変わる、ということがあります。

「ともだちはわたしに日本語を教えてくれました。」のばあいは「わたしに」ですが、

「ともだちはわたしを待っていてくれました。」では「わたしを」ですね。さらに、

「ともだちはわたしのかばんをもってくれました。」では「わたしの」になります。この助詞の使い分けは初級学習者にとって本当に悩みの種のようです。皆さんはどうやって整理していますか。「受け取る人」がその動詞の目的語になる場合は「を」、受け取る人の所有物が目的語になる場合には「の」、それ以外は「に」になるというのがルールですよね。でも、初級段階でこの説明をしてもなかなか納得してもらえない場合も多いと思います。

そんなときには初級で学習する動詞の中でこの文型に良く使われるものを紹介して、動詞によって覚えてしまうのもいいかもしれません。「待ちます、連れて行きます、（ひとを駅まで）おくります、迎えに行きます」などは「を」、「持ちます、そうじします、洗濯します、（写真を）撮ります」などは「の」、そのほかはだいたい「に」を使う、と、きちんとプリントに整理しておきます。あわせてルールも説明するとカンのいい学習者はだんだん応用も利くようになります。

学習者が苦手な学習項目は教師も苦手な場合が多いですよね。いろいろ工夫してがんばりましょう。
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　皆さん、自分の日本語・日本文学・日本文化に関する研究や実践を学会で発表してみませんか。また、他の講師の発表を聞きにいきませんか。ネットワークを広げましょう!!!

来る8月30日、31日にUnesp-Assis校（サンパウロ州パウリスタ大学）で日本語・日本文学・日本文化学会が行われます。奮ってご参加ください。詳細は下記のサイトでご覧ください。

http://www.fundepe.com/novo/japones/
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室 
日本語文　三浦多佳史 
ポルトガル語訳　遠藤クリスチーナ麻樹 
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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